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感染症との戦いは己との戦いでもある

コロナウイルスはツルツルした表面での
生存期間が長い。最長9日間とも！

受付は手元だけ開けておく

　県内でも感染が拡大しつつある新型コロナウイルス感染症は潜伏期間が１～12.5日と言われ、無症状の
ウイルス保有者も感染源となります。標準予防策の徹底とエアロゾルへの対処が重要となります。
　協会で行なった「新型コロナウイルス感染症による影響アンケート」に寄せられた各医院で行なってい
る感染防止対策と合わせてご紹介します。

・患者さんに来院時と帰るときに手指の消毒の声かけ
・うがい、手洗い等のポスター掲示
・トイレの手洗い後の乾燥機使用禁止
・ウォーターサーバーの使用禁止
・マスクにアルコール系消毒薬の使用
・１時間ごとや患者ごとの換気
・毎日酸性水を生成し、待合室や診療室に使用
・次亜塩素酸ナトリウム水溶液による院内消毒
・待合室に次亜塩素酸の噴霧器、各個室に空気清浄機設置
・マスク着用で距離をとって会話
・マスクの上からフェイスガードの着用
・お金などを触った後も必ず手指消毒
・自分自身の抵抗力をあげる（十分な睡眠、良い食事）
・スタッフの外出自粛指導及び県外移動後の自宅待機２週間

各医院が行なっている感染防止対策　　　エアロゾルへの対処

　患者さんへの問診
（出典：首相官邸HPより）

嗅覚・味覚に
異常はないか？

だるさ、倦怠感は
ないか？

発熱や咳、くしゃみ、
喉の痛みがないか？


